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ABSTRACT 　In　recent 　years ，　two 　types 　of 　eggs ，1arge　and 　sma11
，
1aid　by　laboratory どeared

Tubifex　hattai　NOMURA 　have 　been　observed ．Two −hundred 　individuaユs　of 　newly 　hatched
worms 　from　each 　type 　of 　the　egg 　were 　reared 　separately 　in　mud 　mixed 　w 正th　dried　yeast
for　food　over 　a　period　of 　about 　IO 　months ．　Mor しa】ity

，
　live　we 量ght，fecundity　and 　rate 　of

hatch 　individuals　from 　tbe　eggs 　in　deposited　c   oons 　were 　recorded 　weekly ．　There 　were
differences　between　the　large　and 　sma1 】types ．　Further ，　mlxed 　cultures 　of　the　two 　type ，
such 　 as　l50 ：50 ，100 ：100 ，50 ；150　individuals，　were 　reared 　under 　the　same 　conditions

with 　a　pure 　culture ．　 Their　 fecundities　 and 　hatchabilities　were 　r   orded 　weekly 　after

separating 　each 　type　of 　eg9 孟nside 　the　e   oons 　deposlted 　by　mixed 三ndividuals ．　The 　values

so 　obta 玉ned 　were 　similar 　when 　the　data　for　the　pure　cul 加 re 　was 　compared 　to　tha亀 of

the　 same 　 type　of 　mixed 　cultures ，　whereas 七he　values 　showed 　 significant 　differenees
between　 large　 and 　 sma 】1 もypes 　 of 　 pure　 and 　 mixed 　 cultures ．　 Accordin 臼1y，　 bhe　 resu 匪しs

suggested 　that　there　was 　no 　copulatlon 　between　large　andsmall 　ind 圭vidua 豊s．　When 　length
of 　body ，　number 　of 　segments 　and 　number 　of 　setae 　was 　measured

，
　all　comparisons 　also

showed 　differences　be七ween 　large　and 　smalhndividuals ．｛Zoo 「．　Mag ．92 ； 297 召 05
，
1983 ）

　本邦産 の Tubifex属 は 1種 で あ る が （Yamaguchi
，

1953，山 口，1954 ），著者 は 近年飼育採卵 した Tu −

bifex卵 に 大，小二 形が あ る こ とを見て きた。そ こ

で 二 形 卵 を 分 離 しそ れ ぞ れ を鱒 化させ 累代飼育し両

形 の 成熟個体 の 形態を比 較 し た が 明瞭な区剥は不可

能 で あ っ た 。 しか しそ の 後両形 の 孵化 した 200 個体

ずつ を 飼育 し死亡率，生体 重 ，産卵数お よ び 産 ま れ

た 卵 の 孵化率を i週間毎に 記 録 し比較 した 結果両形

に 差異が 認 め られ た 。 ま た 両形 の 一定数 の 孵化個体

を組合 せ 飼育 し各混合個体群 が 産 ん だ卵 の 大，小 二

形を区 別 し卵 の う数 と卵数を純 個 体群 の 産 卵 数 を 基

凖 に して 検討 した 結果大，小二 形卵か ら の 個体は 交

尾 して い ない と考えられ，ま た両形個体の 成長過程

に お け る体 長，体節 数 お よ び剛毛数 を 比較 して 差異

が認め られた の で 報告する 。

材 料お よ び 方 法

Tubifex　 hattai　Nomura は 山形市街西端の 用水

路 よ り採集 し飼育採卵 した もの か ら大形卵を含む卵

の うと小形卵を含む卵の うを 区 別 し そ れ ぞ れ の 卵 か

ら孵 化 し た 個 体 を 累代 飼育 し 3代 目の 成熟個体が 産

ん だ卵 か ら孵化 した個体を実験 に 用 い た 。 飼育は 前

に 報告 した 方法 （松本 ・山本
，

1966 ） に 改良を加

え （松本， 1974 ），前回 の 大形卵 の 孵化個体を用

い た飼育実験 の 結果　（松本 ， 1983 ）　 か ら飼

育 に 適 した条件を設定 した 。 す な わち飼育開始20日

前か ら3 日 間両形 の 個体群か ら採卵孵化 した 200 個

体ず っ の 純個体群 （4 代 目） そ して 混 合個体群 は 両

形 の 合計 200個体を 腰高 シ ャ
ー

レ （底面積 95cm2，

深さ 8cm） に 取 っ た 湿重量 60g の 泥 と O．15g の乾

燥 酵 舞 を混合 しそ の 上 に 水道水を入 れ た容器 （泥 の

深 さ 5m
， 水の 深 さ 7cm ）に 飼育 した。従 っ て 1個

体 が 摂取可能な酵母 0，75   と 泥 300   とな り泥 に

対す る 酵母 の 比率 0．25彩は前述 の 実験結果か ら飼育

に 適 して い る 。 各 飼 育容 器 を 16 ±0，2°C の 徳環

水槽 に 浸 し容器 に 常時 エ ア ポ ン プ で 通 気 した
。 1週
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間毎 の 個 体数と生体重 め 測定，採卵法そ して産卵数

と産 まれ た 卵 の 孵化 率の 測定は 前回 の 方法 （松本，

1983 ） と同 じで ，混合個体群 の 藤 ん だ卵の うは 大，

小二 形卵 に よ っ て 区別 した後産卵数 と孵化率 を記録

した 。

結 果

　レ モ ン 形 の卵の う は大形 （Fig．1．1a ） と小形

（Fig ．1。2a ）そ れ ぞ れ長径 1．3 皿m ，1．2　ma ， 短径

0．9  
，
0．7   で，そ の 中の 卵 は卵軸 に 関 して や tS

扁平 な だ円形で ある。 卵 の うか ら取り出 した卵の 卵

軸は ペ ト リ皿 の 底 に 垂 直 で 卵軸 の 方向か ら卵 の 形 は

円形 で あ る。大形卵 の 長径 は 卵 の う内の 卵と卵の う

か ら取 り出 し た 卵 （Fig ．1。　 lb）の 合計18 卵 の 平

均 0．53mm で 短径 は 卵 の う内の 7卵 の 平均O．44mm で

あ る 。 小形卵 の 長径は卵 の う内 と卵の う か ら取 り出

した卵 （Fig ．1a2b ）の 合計21卵の 平均 0．43m 皿 で

短径は卵 の う内の 9 卵 の 平均 0．34   で あ る 。　成熟

分裂時 の 隆 起運 動 を 示 して い る 卵 は 計 測か ら除きま

た 写真の 卵は本実験とは別 の 個体群か ら得 られ た。

両形卵 の 長径 と 短径 の 差 は そ れぞれ 0．1皿 で あ る が

同形卵 の 中で も大 きさ の 差があ る 。 しか し大形卵 の

う表面 は光沢が あ り卵の う膜 は厚 く， 小形卵 の うは

光沢 が 少な く膜 が薄 い の で 両形卵 の 区別の 操作 の 助

け と な り，
また卵を取 り出す時小形卵 の う内液 は粘

性があ り大形卵 の うで は 粘性を示 さな い 。

　両形 200の 純個体群 （2ユ000個体 ／ m2 ）の 飼 育

は 41 週 間 （約 10ケ月）続 けた （Fig ．2）。死亡率

曲線の 黒 丸 の 週 は 全生 存個体を数 へ 黒丸 の な い 週 は

確認 した死 亡個体数 を前週 の 個体数か ら引 い て そ の

週 の 個体数 と し た。両形 個体群 の 死亡率曲線 は 8 週

か ら安定 しそ の 時期 の 死 亡率は大形個体群 11％ ，

小形個体群 30 ％ で 41 週 に はそ れぞれ 19．5 ％ ，

33．5 ％ で あ っ た 。 最高生体重 の 週 と値はそれ ぞ れ

15 週 9．9mg， 18 週 7．4  で そ れ以後体重は減少

し続 け た が 両個体群の 体 重 曲 線 は 逆 転す る こ とな く

1個体 の 飼育期間の 平均 体重 はそれぞれ 7．3mg
，
6．0

皿9で あ っ た 。

　両個体群 の 体重曲線 に 対応 して 産 卵開始 の 週 か ら

1 週 間毎に 産 ん だ 1個体あた りの 平均卵 の う数 を上

段 ic，そ の 週 の 卵 の う内平均卵数 を中段 に，そ して

各週 の 全卵か らの 孵化率を下段 に 示 した （Fig．2）。

　　　　　　　　　　　　 　　　　　 0，0　　　 鉱S　　　 1・01劉 m

　　　　　　　　　　　　 　　　　　 p m
Fig．1．　 Cocoons 　of 　large　 type （1a ）and 　sma 皿 type （2a ）of 　Tu 　bifex　hattai．　Eggs　of 屋arge

　　 type （1b ）and 　small 　type （2b ）taken 　out 　of 　the 　cocoons ．
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Fig ．2．　 Change 　in　body 　weight ，　reproductive 　rate 　and 　mortality 　of 　large　and 　s【塁 俎 types

　　 of 　T μ　bifex　 hattai　 reared 　 in　the　groups　 of 　200 　individu記s．　 Each　of 　two 　types　was

　　h ・1d 廴・ ・ 」・・ （di・m ・   11 ・ m ・，　d・pth　8 ・m ・〕・・nt ・i・ing　609 ・ f　w ・ t　m 漂
d　m 暖 ・d　with

　　 O．15g 　of 　dried　yeast　as　foed　and 　tap 　water ．　Water　temperature ： 16 ± 0．2　C ．

大形個体群 は 7 週 に 全個体 に つ き 1 卵 の う を産み 始

め 次週 に 大形と小形個体群そ れ ぞ れ 27，7卵 の うを

産 み そ の 時期の 体重 は 5．4   ，
4、6   で あ っ た。以

後産卵数は増加 し 1個体あ た りの 卵 の う数 は そ れぞ

れ 12 〜 41 週 1．0 〜 ユ．4
，

10 〜41 週 1．5〜 1．9
、 卵

の う内卵数 は 4．O〜 5．3卵，5．  〜 6．O卵 お よ び 産ま

れた卵の 孵化率は 66〜 86 ％
，
62 〜 88 ％ で 経 過

し小形個体群が い ずれ も高い 値を示 した 。

　前述 の 純個体群と同 じ飼 育条件下 に 大形と小形 の

個 体数 の 組 合 せ を そ れ ぞ れ 150 ：5D，100 ： 10q

50 ：150個体に し混合飼育 を 33週間 （約 8 ケ 月）

続け Fig．2 と 同 じ様式 で 死 亡 率曲線 と体 重 曲 線 を

示 した （Fig。3）。 3 混合個体群 の 死 亡 率 は 8週 に

そ れ ぞれ 21 ％ ， 29 ％ ， 25．5 ％ で 同時期 の 純個体

群を基準 に した推定死亡率 15B ％，20．5％，25．3％

よ り高 く， 100 ：100 個体群の 死亡率曲線 は両純個

体群の 範囲か らは ずれ小形純個体群よ りも高い 死 亡

率 曲 線 を 示 した。ま た i50 ：50 と 100 ：100個体群

の 体重曲線が大形純個体群 の 曲線 よ り高 く経過 した

の は こ の 2群 の 死 亡率が推定値 よ り高 く従 っ て 1 個

体 の 摂取餌量 が 多くな っ た た め と考え られ る。

　各混合個体群 の 産卵開始は 8〜 9避 で 純 ・混合欄

体群 の 8〜33 週 （6 ケ月） の 産卵数 と 孵化率の 記 録

をTable　1 に示 した 。 左端の 欄 に 大形純個体群の 1

週間毎の 1個体の 平均卵の う数，卵 の う内卵数，両

数を乗 じた産卵数 と全卵か らの 孵化率を示 し，同様

に 右端 の 欄 に 小形純個体群 の 産卵経 過 と孵化率を示

した 。 混合個体群 の 欄 は 左 端の 2 列 に 実測個体数 と

そ れ と推定個体数と の 差 の 比率，さらに 分けた 2欄

に 1週間毎 に 混合個体群の 産 ん だ卵の うを大形 と小

形卵 に 区別 しそ れぞれ左の 2 列 に 全 卵 の う数、全卵

数を 記録 し，両数値か ら卵 の う内卵数を計算 した

（3列 目 ）。次 に 両 形 の 全卵数 を同 じ週 の 同形純個

体群 の 産卵数 で 割 っ て 混 合個 体群中 の 大形 と小形 の
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一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

300 松本　政美

L
巣

e

le

　 試

！o 々

　辜
so　8

噂0

　

Fig．3．　Change 　in　body 　weight 　and 　morta1 訛y　of 　mixed 　cul 加 res 　of 藍arge 　and 　sma 】星types

　　of 　Tu　bifex　hattai，量n　the　ratios 　150 ：50，　 lQO ：100
，
50 ：150 　individuals ，

　respecUvely

　　 and 　reared 　under 　the　same 　conditions 　with 　pure 　culture （Fig．2），

推定個体数を求 め （4 列 目） ， 両形 の 推定個体数を

加え た値と実測個体数 との 差をパ ーセ ン トで 示 し実

測数 よ り少ない 週 は
一

，
多い 週 は ＋ の 記号を附 した。

両欄 の 推定個体数か ら卵 の う数 （5 列目） と産卵数

（6 列目）を計算 し， 全卵 か らの 孵化率 （7列 目）

を 記録 した 。 全週 の 平均値に つ い て 大形純個体群 の

卵 の う数 1．16に対し 3混 合個体群の推定個体数か ら

計算 した大 形 卵 の う数09は純個体群 よ り小さい 値を

示 した が ， 小形卵 の うで は こ の 傾向を示 さ な い 。 大

形卵の う内卵数は純個体群 4．49卵に 対し混合個体群

は 5，6〜 5．9卵 で ユ．1〜 1．4卵多 く
，小 形 純 ・混 合 個体

群で は そ の 差は 顕著で な い 。 実測値 と推定埴か らの

産卵数 は大形と小 形 の 純 ・混 合個 体群 そ れ ぞ れ 5．1

〜 5．4卵，8．6〜9．O 卵
， 孵化率は大形卵 73〜77 ％，

小形卵 81 〜 83 ％で あ っ た。3 混合個体群の 実測 と

推定個体数の 差 の 比率が ＋ 1へ ＋ 7で 士0よ り大きい こ

と は混 合個体群の 死 亡率が高 く 1 個体 の 摂食餌量 が

多 くな り産卵数が や 1 多 くな っ た た め と考 え られ る 。

前述 の 産卵数 と孵化率が 両形 の 純 ・混 合個 体群内で

は ほ ぼ一
致 し，両形 間 で は 明瞭 な 差 が 認め られ た こ

とか ら両形の 個体は交尾 して い な い と 考え られる。

　 17週か ら33週まで各個体群 の 全卵に つ い て卵 の う

内卵数を横軸 に 卵 の う数を綾軸 に とり大形卵 （太 い

線） と小形卵 （細 い 線） の ヒ ス トグラ ム を両縞個体

群 は 重ね，同様 に 3混 合個体群の 区 別 した卵の うの

大形と小形卵の ヒス トグラ ム を 重 ね て 作図 した （Fig．
4 ）。11卵以上を含む 卵 の うが 産まれた 週 は 大 形 と

小形卵 の う 1個 に つ きそ れ ぞ れ白丸と黒丸で ま た 卵

の う内卵数は 数字 で 表示 した 。 純個体群 の 大形 5 卵

の ピ
ー

ク は週 が 進む に っ れ 4 卵 の ピ ーク に
， 小形 は

6卵 か ら 5卵 へ ， 100 ：100 の 個体群め 大形 は 6卵

か ら 5 卵へ 小形 は 7 卵か ら 6 卵へ ，50 ：150 個 体

群の 小形 は 6 卵か ら 5 卵を経 て 4卵 に 移行した 。 純

個体群 の 両形 の ヒ ス トグ ラ ム は完全 に 重 な り合 うこ

と な く経過 し，3混合個 体 群 もほ ぼ 同 じ傾向を示 し

た が 純個体群 よ り ピ ー
ク が 1卵多 い の は こ れ ら の 個
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Fi臼．4．　 Histograms　oflarge 　and 　s皿 all　types　of 　whole 　eggs 　deposited　weekly 　by　laboratory
　　 reared 　Tubifex 　hattai　in　pure 　and 　mixed 　cultures 　of 　each 　type ，

体群 の 高死亡率 に よ る 1個体 の 摂食餌量 と産 卵数 の

増加 に よ る と考 え られ る。

　次 の 実験は前述 の 純個体群が 産 ん だ 卵か ら孵化 し

た大形，小形それぞれ 500 ，1000 個体 （5 代目）

を 泥 80g と酵母 0．15g を混合 した容器 に 室 温 （ユ8

〜 33 ° C ） で 3 月か ら 11 月まで 飼育 し （Fig．5），

体重曲線 と産卵経過 は Fig ．2 と同様 に，それと平

行 して 個体数曲線 と室温 の 変化 を 図 示 した。最 高体

重の 週 と値は大形 10 週 （5 月 14 日） 3．2   ，小形

15 週 （6 月 2ユ日） 2．6   で そ の 後体重 は減少し

続 け飼育中止の 35 週 （11 月 8 日）に は そ れ ぞ れ 1．4

mgv 　 1．Oitrgで あ っ た 。 産卵開始 は 両形 と も 6週 （4

月 20 日）で そ の 時 期 の 室 温 は 2D 〜 23QC，体重 は大

形 1．9皿g ， 小形 1．5mg で あ っ た。室温と関連 して 産

卵数は変動 し最高卵 の う数 は 大形 2，9
， 小形 2．Oで，

卵 の う内卵数 は そ れ ぞ れ 2．4〜 3．0 卵，1．O〜 3．6 卵

で あ っ た 。 気温 が 27 ° C以上 の 7 月中旬か ら25 °C

に 下 っ た 9 月中旬 ま で の 間大形個体群 の 産卵数は減

少 し小形個体群の 産卵は停止し
，

9 月下旬に 再 び そ

U｝LA − コ：）be

U±− 2x − 2！一 Xbe

れ そ れ 産 卵数 の 増 加 と産卵 を開 始 した。

　両個体数曲線は 4〜 9週 に 30〜50個体を ク ロ レ

ト ン 麻酔 し体 長 を測定 し 4 ％ パ ラ ホ ル ム ア ル デ ヒ ド

とブ ァ
ソ 液 に 固定 し体節数を測定 した の で 減少を示

し，そ の 後大形の 曲線は安定 したが小形 の 減少曲線

は高個体数密度 に よ る死亡 と考え られる。 大形 と小

形 の 体長 の 平均値はそれぞれ 5 週 25 皿 ，20皿 か

ら 9週 34mm 、29   に 成 長 し，ま た 成 熟 に達 した

個体は 4 週 O％， O ％， 5 週 4 ％，　 O％，6週 37

％
， 　0 ％，　7週 57 ％

， 　33 ％ ，　8週 81 ％，　73 ％，

9週 97 ％
，
87 ％ で，体節数 の 平均値は 5週 88 体

節 ， 71体節から9週 110体節，94 体節に 増加 し両 形

個体 の 差 は 明瞭 で あ っ た 。 両形各週 2 〜 3 個体 に つ

い て 背側 の 毛状と櫛状 お よ び腹側 の 鉤状剛毛数 を計

測 し剛毛数 の 多 い 個体 の 第 2 〜 8体節 の 3 種の 剛毛

数をTable　2に 示 した 。
　 ．5の 数字 は 完 全 に成長 して

い な い 剛 毛で 各週 の 大形と小形個体 の 3種 の 剛毛 の

平均値 を 比較する と
， 毛状鬮毛は両形 3本， 櫛状剛

毛は大形 3 本 ， 小形 4本まれ に 3 本，鉤状剛毛は大

N 工工
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 Fig. 5. Change  in body  weight,  reproduetive  rate,  length  of  body  and  number  of  segtnents

     
of

 
}arge

 and  smal1  gypes of  Tubifex hattai reared  under  laboratory conditions  and

     temperature  (18-33 C). For explanation,  see  Fig. 2,

TabLe 2. Number  of  hair, pectinate  and  crotehet  setae  of  large and  small  type  of  Tletbifex
    hattai
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形 3 本まれ に 4 本J 小形 4 本ま れ に 5本となり両形

の 岡．1毛数に 差 が 認 め られた。

考 察

　著者は 1960 年以来仙台市と山形市で 採集 した

Tubifex卵は本報告の 大形卵で ， 1979・v1980 年の

問山形市街西端の 灌漑用水路 の 同 じ場所 か ら数回 に

わ た っ て 採集 した 個体を飼育採卵 した Tubifex卵 に

二 形が あ るこ とを見 た 。 そ の 場所 に は Branchiura

SOtverbyi と Limnodrilusの 2種が混棲 して い た 。

Bnnkhurst 　and 　Jamieson　（1971 ）iよTabifex

hattai　 N   ura を rめ 似 tubife∫　MU11er と 同

種と記載 し，本実験 の 両形個体は T．　 tubife： の

「1tubifex
　ferm

”
の 特微 体 長 2α・−200   ，体節数

34〜 120 ，背側剛 毛 は櫛状 3〜 5本，　 毛状 1〜 4

本，腹側 は鉤状剛毛 だ けで 3 〜 6 本の 条件を満た し

て い る。

　 Penners　（ユ933a ） は Tttbiノ
ー
ex 　 rivuterum

Lamark　（＝T ．　 tub　ifex　MU　l　1、）の 卵 の うお よ び

そ の 中 の 卵数 と卵 の 大きさに 違 い が ある こ とを示す

た め 1卵を含む卵 の うか ら8 卵 を含む卵 の うま で の

7卵 の うと合計28個 の 生卵 の ス ケ ッ チ を記載 した 。

著者は ス ケ ッ チ に 附 され た尺 度目盛で 輪郭の たどれ

る20卵 に つ い て しか も卵軸 の 方向は 判断不可能 な の

で 長径だけを測 っ た結果，そ の 値は O．4K・O．6anで 平

均 0．52m と な り本実験 の 大形 卵の 長径 0．53m に

ほ ぼ一
致した 。 Aston （1973 ）の 報告に あ る T ．

tubifex の 1個 の 卵 の うの 写真か らそ の 中に 13〜

14 卵 を含む と推定さ れ輪郭 と卵軸 の 方向の 明瞭 な

4 卵を写真に あ る尺度 目盛 で 計測 した 結果，長径と

短径 の 平均値は そ れ ぞ れ 039 皿 ，D．29 皿 と な り本

実験 の 小形卵の 0，43m ［n，　 D34   に 近 い こ と と本実

験個体群中最高卵 の う内卵数 は小形の 14 卵 （Fig，

4） で あ る こ とか らAst（m の T．　tubifex 卵 は本実

験 の 小形 卵 に 類 似 して い る と考え られ る。

　 3 混合個体群 は推定死 亡 率 よ り高 い 値 を示 し純個

体群 よ り体重が増 し従 っ て 産卵数が 多 くな っ た と考

え られ る が
，

泥 と 酵母を同率 に しイ ト ミ ミズ を飼育

した 結果個体数 の 減少 と平行して 体重 は 増加 しま た

1個体あ た りの 卵 の う数
，

卵 の う 内卵数 が増加 した

こ と と （松 本， 1983 ） ，　 Table 　l の 純個体

群 よ り混合個体群中 の 推定個体数 か ら計算した 大形

卵 の う数が小 さい 値 に な っ た こ ととは矛盾す る 。

Brihkhurst　et 　al，　（1972 ）　は T．　 tabifex ，　L。

hoffmeisteri と Pelescetex　m “ltisetos “ s を混合

飼育 しそれ らの成長率を比較 した結果，体重 は小さ

く成長 の 遅 い P．那 嘛 ε訂 03 粥 と 組合 さ れ た T。

tabifex とL。　heffmeisteriは そ れ ぞ れの 純 個 体群

よ り高 い 生長を示 した こ とを報告 した 。 こ れ らの 結

果を 考慮 し混合個体群中 の 大 形 の 個 体 数 は 推定値 よ

りや 、 少 な く体重 は純個体群よりや ts大き くそ れ に

対 し小 形 の 個体数 の 推定値と体重 は 純個体群 と差 が

な か っ た と仮定す る と前述 の 矛盾 は 軽減 し，実測 と

推定 欄 体数 の 差 の 比率 ＋ 1〜 ＋ 7 はよ り± 0 に近ず

くもの と考え られ る。 混 合個体群中 の 大形 と小形個

体 が交尾産卵した とき，純個体群 に 比較し そ れぞれ

の 産卵数 と孵化 率 の ば らつ きと卵 の 大 きさ に 変異が

現 らわれると予想 され た が，卵の うの 区別 は 可能 で

大形 と小形 の 産卵数 と孵化率は 両純個体群の 値に ほ

ぼ一致 した こ と と前述の 仮定とか ら両形個 体 は 交 尾

して い ない と考 え られ る 。 しか し混合 された各個体

は 交 尾 の 相 手を探す困難 さか ら自家受精 し産卵 した

個体が 多 くあ っ たとすれば Table　1 と似 た結果 が 得

られ る と考え られ今後 の 課題 で ある 。

　 16 ℃ の 一定水温 の 個体群 よ りも室温飼育の 両個

体群 の 産卵開始 は 早 く体重 は 小 さ く卵 の う 内卵数 は

少ない 。 Aston （1973 ） は T．　Tubifex の 卵の う内

卵数 は 10 〜 ユ5 ° C の 飼育条件下 で 平均 8 卵で 20

− 25°C で は 卵数 は 減少した こ とを報告 した 。 従 っ

て 体重 と体長 に 関連する こ とな く水温の 上昇 に よ っ

て 成熟 に 達す る 時期 が 早 め られ
，

ま た 剛 毛数 は 成長

とと もに 増加す る と考え られるが毛状剛毛 は孵化直

後 の 個体 に 見 られ （Penners
，
1933b ），4 週 か ら

9週 に かけて 両形個体 の 3種 の 剛毛数 の 増加傾向は

認 め られず，こ の 期間以前 に 剛毛数 は確定され た も

の と考 え られ る。 Nomura （1926 ）は T．　 hattai の

7 月の 成 熟 個体 に つ い て 体長 1Gc 皿 ，体節数 85〜

110 ，腹側 の 環 帯 前 の 鉤 状 剛 毛 は 4本
，

背側 の 櫛状

剛毛 は 第 2体節 3本，第 3〜 1G体節 4本 と きどき

5 本，毛 状 剛 毛 は 環 帯前 3本 まれ に 2本か 4 本 で こ

れ ら 3種 の 剛毛数は 環帯俵部で 減少 して い ると記述

した。本実験 の 両形個体 の 体長 と体節数 は 上記 の条

件 の 範囲 内 に あ る が，3 種の 剛毛数 に 関 して 小形個

体 が Nomura の T．　 hettai　 lc近 い 印象を受ける。 従
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っ て Penners記載の 卵と本報告 の 大形卵は ほ ぼ一致

し，Nomura の Te　hattaiと Aston の報告 の卵は小

形個 体 と そ の 卵 に 近 い 特徴 が 見 られ る。
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